
特集 腸管出血性大腸菌感染症とは 

注意 仙南保健所管内で、新型コロナウイルス感染症の発生が増加しています！  
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   宮城県内では、これまでのコロナウイルスとタイプの異なるデルタ株が主流になっています。 

デルタ株は、感染力がより強く、ワクチンの効果を弱める可能性が指摘されています。 

皆様には、これまで以上に３密（密集・密接・密閉）の状況を避ける、マスクの着用、 

手洗い・手指の消毒、共有部分の消毒などの感染症対策に御協力をお願いします。 

 

 

 

大腸菌は、家畜やヒトの腸内にも存在し、そのほとんどは害がありません。しかし、中にはヒトに下痢など

の症状を引き起こす病原性大腸菌があります。病原性大腸菌には約 170 種類ありますが、そのうちベロ毒素（病

原性大腸菌が産生する毒素タンパク質）を産生し、出血を伴う腸炎や溶血性尿毒素症候群（HUS）を起こすもの

は「腸管出血性大腸菌」と呼ばれ、その代表的なものに O157、O26 などがあります。 
 

図 宮城県における腸管出血性大腸菌感染症発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【潜伏期間】２～５日（最大１２日） 

【症  状】激しい腹痛を伴う頻回の水様便、血便、発熱（37℃台が多い）。有症者の６～７％において、下

痢などの初発症状発現の数日から 2週間以内に、溶血性尿毒素症候群（HUS:溶血性貧血、血小

板減少、急性腎障害）または脳症などの重篤な合併症を発症することがある。 

【感染経路】汚染された食物を摂取することで感染するほか、便の中に排出された細菌を、手指や水などを

介して摂取することで感染することがあります。感染力が非常に強く、少量の細菌を摂取する

だけで感染します。 
 

  【予防方法】 

１ トイレの後、食事の前、調理の前などに、石けんと流水で手をよく洗う。 

２ 食品は十分に洗い、中心までよく加熱する（75℃以上で 1分以上加熱）。 

３ 調理器具（まな板・包丁・ふきんなど）は、その都度洗剤で洗い、熱湯等で十分消毒する。 

４ 食品は冷蔵保存（10℃以下）する。時間が経ちすぎた食品は、思い切って捨てる。 

５ 下痢などの症状がある場合は、できるだけ浴槽に入らず、かけ湯かシャワーで済ませる。バスタオル

や手ふきタオルは共有せず、個別のものを準備する。 

 御意見・御質問などは仙南保健所疾病対策班までお願いします。 電話：0224－53－3121 FAX：0224－52－3678 

この情報は，宮城県仙南保健福祉事務所 HP（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sn-hohuku/）にも掲載してあります。 
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